[bookmark: _GoBack]□関東・東北豪雨災害 資料レスキュー私記 ②

茨城史料ネット代表　高橋　修


2、一刻も早く現地へ

　災害により傷ついた資料を救出しようとする時、まず最初の課題となるのは、どのタイミングで現地に入ればよいか、という問題である。家屋に被害を受けた所蔵者が、水損した資料を家財道具などと一緒に処分してしまう可能性がある。それを防ぐためには、一刻も早く現地に入りたい。しかし災害発生直後は、交通の寸断も予想され、何よりも、われわれがむやみに現地で活動すれば、行方不明者の捜索や、被災者の命を守るための行動等の妨げにもなりかねない。
　水害発生から5日目の14日、個人で現地を視察することにした。常総市にアプローチするには、常磐高速道路の谷和原インターから国道294号を北上するのが最短距離だ。しかし被災地を南北に貫く294号や県道357号は通行規制がかかっているらしい。鬼怒川沿いの他の地域の様子も気になるので、まずは国道50号を筑西市に入り、そこから南下を試みることにした。
　下妻市まで294号を南に下り、国道125号を西に走って、常総市への幹線道路の入口をうかがうが、やはり南北に走る国道・県道は通行規制がかかっている。やむなく鬼怒川を西に越えて、対岸から南下するが、鬼怒川右岸はまったく被害が無い。そのまま石下のあたりまで南下し、県道24号を東に進む。再び鬼怒川を渡って、運休になっている関東鉄道常総線の石下駅のあたりを走りながら被災状況をうかがってみた。交通規制された県道357号にも、紛れ込むこともできた。このあたりの水は引いているが、浸水の痕跡が残り、流入した土砂が残る。店舗の洗浄やゴミ出しが盛んだ。
　三妻駅近くから常総市街の方向をうかがう。ガードレールが浸水の勢いでなぎ倒されている。決壊地点のあたりだろうか、自衛隊やマスコミのヘリコプターが5機以上は旋回している。鬼怒川と小貝川の間の距離が広がっているなかなか水が引かないあたりだ。国道沿いの閉店した店舗の駐車場に、100人単位の自衛隊員が終結して指揮官の指示を受けている。この時点では、まだ行方不明者が15名あり、その捜索が続けられていたのだ。
　常総市街地では、県道357号を通行することができた。道路沿いの民家で慌ただしく、家族や従業員単位で、泥の掻き出しや家財道具の片づけをしている。人々の表情は険しい。ボランティアの姿はほとんど見かけない。乾いた赤土が土煙りとなって、車が通るごとに舞い上がる。とても窓を開けては走れない。水道はいまだ復旧せず、給水車が活躍している。災害派遣の自衛隊の車や県内外から応援に入った消防や警察の車と頻繁にすれ違う。警察官や消防署員が慌ただしく民家を巡回する。緊迫した状況だ。ひと気のない水海道駅前のテントで外国人が物資の配給所を開設していたのが印象的だった。
　このタイミング、資料レスキューが現地に入るのは、適切とは思えない。人命にかかわる活動を少しでも妨げることは許されないだろう。外部から自動車が入り込むこと自体、検問や交通規制の作業員の負担となる。家族の命の存続さえ危ぶまれる状況下で、資料の所在について聞き歩くこと自体が、やはり難しいだろう。資料レスキューに入るタイミングは、もう少し先に送ることにした。
（転載歓迎　つづく）


⇒東北・関東豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修　osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp　まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてご送金をお願いします。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］10610-13130841
----------------------------------------------------------------------

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：soeda＠mx.ibaraki.ac.jp
（＠を小文字にして下さい）
********************************
